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「
健
康
寿
命
」
と
は
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
の

平
成
22
年
の
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
比
較
で
は
、
男
性
の
平

均
寿
命
は
80
・
36
歳
、
健
康
寿

命
は
70
・
90
歳
で
そ
の
差
は

9
・
46
歳
。
女
性
の
平
均
寿
命

は
86
・
74
歳
、
健
康
寿
命
は

74
・
36
歳
で
そ
の
差
は
12
・
38

歳
で
し
た
。
こ
の
差
は
病
気
の

期
間
に
あ
た
り
、
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
差
が
少
な
く
な
る

よ
う
な
対
策
が
大
事
で
す
。

　

平
成
22
年
の
厚
生
労
働
省
の

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
概
況
で

は
、
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
と

の
格
差
の
原
因
と
な
る
介
護
の

理
由
は
、
要
支
援
者
で
は
脳
血

管
疾
患
が
15
・
1
%
、
心
疾
患

が
6
・
1
%
、
糖
尿
病
が
3
・

5
%
、
呼
吸
器
疾
患
が
3
・

5
%
、
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）

が
2
・
3
%
で
生
活
習
慣
病
関

連
が
合
計
30
・
5
%
。
認
知
症

が
3
・
7
%
、
高
齢
に
よ
る
衰

弱
が
15
・
2
%
、
関
節
疾
患
が

19
・
4
%
、
骨
折
・
転
倒
が

12
・
7
%
で
合
計
51
・
0
%
。

要
介
護
者
で
は
脳
血
管
疾
患
が

24
・
1
%
、
心
疾
患
が
3
・

2
%
、
糖
尿
病
が
2
・
8
%
、

呼
吸
器
疾
患
が
2
・
5
%
、
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）
が
2
・

2
%
で
合
計
34
・
8
%
。
認
知

症
が
20
・
5
%
、
高
齢
に
よ
る

衰
弱
が
13
・
1
%
、
関
節
疾
患

が
7
・
4
%
、
骨
折
・
転
倒
が

9
・
3
%
で
合
計
50
・
3
%
。

総
数
で
は
生
活
習
慣
病
関
連
が

33
・
5
%
で
認
知
症
等
が
50
・

1
%
で
し
た
（
図
1
）。
生
活

習
慣
を
改
善
し
、
健
康
寿
命
を

延
伸
し
て
平
均
寿
命
に
近
づ
け

る
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

未
病
対
策
（
生
活
習
慣
改
善

の
対
策
）
に
つ
い
て

　

本
県
で
は
平
成
26
年
1
月
8

日
に
「
未
病
を
治
す
か
な
が
わ

宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
2
つ
の
理
念
が
あ
り
、

超
高
齢
社
会
を
幸
せ
に
生
き
る

に
は
未
病
を
治
す
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
価
値
観
を
県
民
文
化

と
し
て
育
て
る
こ
と
と
、
未
病

　

こ
こ
ま
で
神
奈
川
県
の
健
康

づ
く
り
の
動
向
と
将
来
の
方
向

性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

未
病
対
策
と
し
て
大
切
な
こ

と
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
し

て
、
食
事
、
運
動
、
社
会
参
加

で
、
運
動
、
栄
養
、
休
養
の
バ

ラ
ン
ス
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
年
1

回
は
、
健
診
（
検
診
）
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
適

正
に
把
握
し
、
必
要
な
場
合
の

精
密
検
査
や
医
療
機
関
へ
の
受

診
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。
行
動
変
容
の
大
切
な
動
機

付
け
と
し
て
特
定
保
健
指
導
が

あ
り
、
そ
の
1
つ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
相
互
に

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
薬
物
療

法
に
な
ら
な
い
よ
う
な
働
き
か

け
も
大
切
で
す
。
神
奈
川
県
予

防
医
学
協
会
に
は
、
こ
れ
ら
一

連
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
も
協
会
は
、
医

師
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
を

強
め
て
、
県
や
市
町
村
と
と
も

に
相
互
連
携
に
よ
る
、〝
県
民

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
る
〟
と

い
う
大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果

た
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

を
治
す
考
え
方
を
皆
で
学
び
、

県
民
一
人
ひ
と
り
は
も
と
よ
り

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
協
力

し
合
っ
て
、
未
病
を
治
す
取
り

組
み
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。

　
「
未
病
」
と
は
、
東
洋
医
学

の
概
念
で
健
康
と
病
気
を
明
確

に
区
分
す
る
の
で
は
な
く
、
心

身
の
健
康
と
病
気
と
の
間
を
連

続
的
に
変
化
す
る
状
態
の
こ
と

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
病
気
に

な
っ
て
か
ら
治
療
す
る
の
で
は

な
く
、
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で

心
身
の
状
態
を
〝
か
ら
だ
〟
全

体
で
整
え
て
、
よ
り
健
康
な
状

態
へ
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

具
体
的
な
未
病
対
策
の
3
つ

の
取
り
組
み
は
、食
（
栄
養
）、

運
動
（
身
体
活
動
）、
社
会
参

加
（
交
流
）
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
食
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

生
活
、
運
動
は
日
常
生
活
に
運

動
な
ど
を
取
り
入
れ
、
社
会
参

加
は
人
と
の
交
流
を
進
め
る
こ

と
で
す
（
図
2
）。
ま
た
、
医

食
農
同
源
の
推
進
と
し
て
、
研

究
機
関
や
大
学
の
連
携
に
よ
る

取
り
組
み
と
施
策
へ
の
反
映
、

運
動
習
慣
の
奨
励
や
住
民
主
体

に
よ
る
積
極
的
な
社
会
参
加
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

未
病
対
策
と
し
て
保
健
福
祉

局
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
取

り
組
み
結
果
は
、
①
健
診
（
検

診
）
結
果
の
効
率
的
効
果
的
な

保
健
指
導
を
市
町
村
や
関
係
団

体
と
連
携
し
、
行
動
変
容
に
結

び
つ
け
る
方
策
の
1
つ
と
し
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な

導
入
。
②
健
康
寿
命
の
延
伸
と

栄
養
で
は
、
医
師
会
や
食
生
活

改
善
推
進
団
体
等
と
連
携
し
、

生
活
習
慣
病
や
高
齢
者
の
虚
弱

化
予
防
な
ど
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
の
推
進
。
③
医
・
歯
・
薬

連
携
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
関
係
団
体
と
連
携
し
、

糖
尿
病
予
防
な
ど
の
取
り
組
み

の
推
進
。④
タ
バ
コ
対
策
で
は
、

医
師
会
等
関
係
団
体
と
連
携
し

「
神
奈
川
県
公
的
施
設
に
お
け

る
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
の
積

極
的
な
推
進
。
⑤
未
病
対
策
と

温
泉
の
効
能
で
は
、
県
の
関
係

機
関
や
医
療
機
関
と
連
携
し
温

泉
成
分
分
析
と
療
養
泉
の
効
果

に
つ
い
て
検
討
。

　

一
方
、
県
政
策
局
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
・
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

推
進
局
で
は
、
未
病
産
業
を
通

じ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
①
未

病
（
生
活
習
慣
病
予
防
）
関
連

の
新
た
な
検
査
法
の
開
発
。
②

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
や

介
護
支
援
な
ど
の
推
進
を
し
て

い
ま
す
。
未
病
や
生
活
習
慣
改

善
結
果
に
基
づ
い
て
、
そ
の
方

策
を
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携

協
力
し
て
行
動
計
画
に
移
し
、

県
全
体
へ
と
広
げ
て
い
ま
す
。

　
新
春
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
が
平
和
な
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
と
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
価
値
観
の
多
様
性
を
認
め
合
う
成
熟
し
た
社
会
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
人
口
減
少
の
な
か
で
、
今
後
と
も
個
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
想
像
力
を
は
た
ら
か

せ
て
他
人
へ
の
思
い
や
り
が
持
て
る
社
会
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
神
奈
川
県
（
以
下
、
本
県
）
で
は
、
こ
の
超
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え
て
、
今
後
と
も

持
続
可
能
で
健
全
な
社
会
と
な
る
よ
う
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

（
神
奈
川
県
衛
生
研
究
所
所
長
・
神
奈
川
県
公
衆
衛
生
協
会
理
事
　
岡
部
英
男
）

今月の主なニュース

2面～ 3面４面

写
真
で
ふ
り
か
え
る

　
　
　
協
会
60
年
の
あ
ゆ
み

　「
総
合
健
康
支
援
サ
ー
ビ
ス
機
関
」�

�

へ
の
軌
跡

か
な
が
わ
健
康

支
援
セ
ミ
ナ
ー
　「
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
」

デ
ー
タ
ヘル
ス
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
見
本
市

健康寿命日本一への取り組み
ー「未病」と生活習慣病予防対策ー

県
の
健
康
づ
く
り
の
動
向
と

将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
会
に
期
待
す
る
こ
と
・

協
働
で
進
め
た
い
こ
と

（資料：厚生労働省「平成22年国民生活基礎調査の概況」）

0 20 40 60 80 100

要支援者 15.1 6.1 15.2 19.4 12.7 18.4

3.5 3.73.5 2.3

3.2 2.52.8 2.2

要介護者 24.1

21.5 15.3 13.7 10.9 10.2 16.4

20.5 13.1 7.4 9.3 14.8

総　　数

3.9 2.83.0 2.3

脳血管疾患（脳卒中）　　心疾患（心臓病）　　糖尿病　　呼吸器疾患　　悪性新生物（がん）
認知症　　高齢による衰弱　　関節疾患　　骨折・転倒　　その他

33.5％ 50.1％

図1　健康寿命と平均寿命の格差の原因となる介護の理由

図2　「未病を治すかながわ宣言」（平成26年1月8日発表）
■2つの理念

■３つの取組み

・�「超高齢社会を幸せに生きるには未病を治すことが大切だ」
という価値観を県民文化として育てます。
・�そのため、未病を治す考え方を皆で学び、県民一人ひとり
はもとより社会のあらゆる主体が協力しあって、未病を治
す取組みを展開します。

・食　　　　⇒バランスの良い食生活
・運　　動　⇒日常生活に運動等を取り入れる
・社会参加　⇒人との交流を進める

食
（栄養）

運動
（身体活動）

社会参加
（交流）


